


第１５回

かんかがまつク
六
月
十
三
日
、
第
十
五
回
が
ん
か
け
ま
つ
り
が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
昨
年
と
は
う
っ
て
か
わ
っ
て
の
快
晴
。

そ
れ
も
あ
っ
て
か
、
出
演
者
の
演
技
に
も
例
年
以
上

に
熱
が
込
も
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧
、
ウ
ル
ト
ラ

ク
イ
ズ
、
早
食
い
選
手
権
も
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
観

客
の
み
な
さ
ん
も
休
日
の
ひ
と
と
き
を
心
ゆ
く
ま
で

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

琴けい子歌謡ショー

佐゙井 を飛べ。ヘリコプター遊覧

矢越若者会によるまぐろ大謀網ばやし

この日のビールは格別の味

「残さずきれいに」早食い選手権

熱唱！カラオケ大会矢越婦人部による草もち販売



わいどの広場

神馬コールさんの英会話教室

五

月

十

四

日
、

二

十

一

日

、
二
十

八
日

の
三

回
に

わ

た
り

、
大

間
町

在
住

の
神
馬

コ

ー
ル

さ
ん
を

講
師

に
、

ア

ル

ザ
ス
内

で

英
会
話

教
室

が

開

催
さ

れ
ま
し

た

。

こ

の
講
座

で
は
、

コ

ー
ル

さ
ん

の
故

郷

ニ
ュ

上

ン
上

フ

ン

ド

の
お
話

や
郷
土

料
理

の

実

演
な

ど
も
行

わ

れ
、
と

き

お

り

下

北

弁

を

交

え

た

ユ

ニ

ー

ク
な
話
術

で
、

参
加

者

の
み
な

さ
ん
も

楽
し

く
英

語

を

学
ん

で

い
ま

し

た
。

も
ち

ろ
ん
最

後

に
は
料

理

も

お

い
し
く

い
た
だ

き
、

み

ん
な
大
満
足
の
様
子
で
し

た
。

鈴 木 健 二 さ ん 来 村

県
立
図
書
館
長
と
県
近
代

文
学
館
長
、
県
文
化
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
務
め
る
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
鈴
木
健
二

氏
が
、
五
月
二
十
五
日
、
佐

井
村
を
訪
れ
ま
し
た
。

村
内
文
化
関
係
者
と
の
懇

談
会
、
仏
ケ
浦
見
学
な
ど
の

後
、
ア
ル
ザ
ス
し
お
さ
い

ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
朗
読
と

講
演
」
が
行
わ
れ
、
笑
い
あ

り
、
感
動
あ
り
の
お
話
に
、

集
ま
っ
た
観
衆
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

当
村
を
皮
切
り
に
、
こ
れ

か
ら
県
内
の
全
市
町
村
を
訪

問
す
る
予
定
で
す
。

マ ダ ラ 稚 魚 放 流

マ
ダ
ラ
稚
魚
放
流
が
脇
野

沢
村
の
鯛
島
周
辺
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
絶
好
の
晴
天
に

恵
ま
れ
、
県
水
産
増
殖
セ
ン

タ
ー
と
脇
野
沢
、
佐
井
の
各

漁
協
で
中
間
育
成
さ
れ
た
稚

魚
二
十
四
万
八
千
尾
が
放
流

さ
れ
ま
し
た
。

マ
ダ
ラ
の
放
流
は
、
平
成

二
年
か
ら
始
ま
り
、
約
九
十

一
万
尾
が
放
流
さ
れ
て
い
ま

す
。
稚
魚
は
匸
一
〒

四
年
で

成
魚
と
な
り
回
帰
し
ま
す

が
、
無
事
に
帰
っ
て
き
て
く

れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で

す
。

函 館 佐 井 村 人 会

佐
井
村
出
身
者
と
村
に
ゆ

か
り
の
あ
る
方
々
で
結
成
さ

れ
た
「
函
館
佐
井
村
人
会
」

が
、
六
月
十
九
日
、
函
館
市

で
開
催
さ
れ
、
約
三
十
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
青
森
佐
井
村
人

会
か
ら
も
、
松
林
正
美
会
長

を
は
じ
め
三
名
が
参
加
し
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
村
か
ら
は
「
ひ
ば

石
け
ん
」
と
「
三
上
剛
太
郎

物
語
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
、
参
加
者
は
故
郷
佐
井
村

を
懐
か
し
く
思
い
起
こ
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。



火の用心７つのポイント
１ 家のまわりに燃えやすいものを置かない。

２ 寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。

３ 天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。

４ 風の強いときは、たき火をしない。

５ 子供には、マッチやライターで遊ばせない。

６ 電気器具は正し＜使い、たこ足配線はしない。

ワ ストーブには、燃えやすいものを近づけない。

堂々の分列行進

いざ／放水だ

気分は一人前？豆消防士



あぶないよ
ひとりぼっちに
したその火

永
年
勤
続
功
労
章

第
二
分
団

分

団

長

津

田

勝

良

永
年
勤
続
功
労
章

第
二
分
団

班

長

長

島

修

第
三
分
団

部

長

松

本

正

一

第
四
分
団

分

団

長

川

畑

動｛

夫

部

長

木

下

昇

次

部

長

宮

木

幸

雄

団

員

宮

川

久

雄

団

員

舘

脇

正

博

団

員

福

田

功

団

員

舘

脇

秀

章

精

績

章

第
二
分
団

分

団

長

津

田

勝

良

勤

続

章

第
二
分
団

団

員

宮

野

順

一

第
五
分
団

団

員

横

浜

四
志
一

永
年
勤
続
特
別
功
績

本

団

団

長

横

浜

松

雄

功

労

章

第
七
分
団

副
分
団
長

田

中

明

正

第
二
分
団

部

長

福

田

栄

一

団

員

岡

本

文

雄

団

員

和

田

喜
久
男

勦

功

章

本

団

副

団

長

宮

川

尚

第
一
分
団

分

団

長

竹

内

修

第
二
分
団

部

長

福

田

栄

一

永
年
勤
続
章
二
十
五
年
以
上

第
二
分
団

班

長

長

島

修

第
三
分
団

部

長

松

本

正

一

第
四
分
団

分

団

長

川

畑

動
丿

夫

部

長

木

下

昇

次

部

長

宮

木

幸

雄

団

員

宮

川

久

雄

団

員

舘

脇

正

博

団

員

福

田

功

団

員

舘

脇

秀

章

永
年
勤
続
章
二
十
年
以
上

第
一
分
団

分

団

長

竹

内

修

班

長

能

晉

秀

樹

第
二
分
団

班

長

和

田

和

彦

第
四
分
団

班

長

横

浜

昭

彦

団

員

ｍ

中

忠

幸

第
六
分
団

団

員

犬

石

保

永
年
勤
続
章
十
五
年
以
上

第
一
分
団

部

長

樋

囗

達

也

班

長

若

山

真

一

永
年
勤
続
章
十
年
以
上

第
三
分
団

団

員

中

村

弘

喜

第
七
分
団

団

員

坂

井

哲

也

団

員

田

中

竹

彦

優
良
団
員
章

第
一
分
団

団

員

工

藤

勘

一

第
二
分
団

団

員

岡

本

文

雄

第
三
分
団

班

長

佐

藤

修

逸

第
四
分
団

団

員

舘

脇

正

愽

第
五
分
団

部

長

福

田

秋

雄

第
六
分
団

部

長

大

石

輝

彦

山
岳
遭
難
捜
索
功
労
章

佐

井

村

消

防

団

感

謝
状

贈
呈

（
永
年

勤

続
退

団

者

四

名

）

前

本

団

団

長

横

浜

松

雄

前

第

一

分

団

団

員

竹

内

芳

規

前

第
三

分

団

団

員

中

村

弘

喜

前

第

六

分

団

部

長

大

石

勲

感

謝

状

贈

呈

（
消
防

協
力

者

）

太

田

健

一

（
古

佐

井

）

※

防
火

水

槽

新

設
置

土

地

無

償

提

供

に

よ

る

。

細

田

敦

子

（
大

間

町

）

※
Ｈ

１０

・

８

・

４

矢

越
地

区

で

発

生

し

た
火

災

の
早

期

発

見

に

よ

る

。

田

中

正

行

（
福

浦

）

ｉ
Ｈ

１０

・

１１

・

１

福

浦
地

区

で

発

生

し

た
火

災

の
早

期

発

見

に

東

出

祐

次

（
饑

谷

）

※
Ｈ

い１１
・

３

・

２９

磯

谷

地

区

で

発
生

し

た
火

災

の
早

期

発

見

に

よ

る

。



運動会が行われました。

六
月
十
日
（
本
）
に
佐
井
中
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
佐
井
村
小
学
生
陸
士

競

技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

競
技
会
の
各
種
目
で
一
位
上

二
位

を
獲
得
し
た
み
な
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。

一

位

越

膳

さ

や

か

（
福

浦

）

二

位

石

戸

由

紀

（
佐

井

）

一
二
位

岡

村

唯

（
佐

井

）

－

Ｅ

一
位

船

越

隼

斗

（
牛

滝

）

二

位

木

部
普

一
郎

（
原

田

）

一
二
位

布
施

勇

気

（
佐

井

）

東

出

崇

志

（
磯

谷

）

一
位
一

平

井

な

つ
み

（
牛

滝

）

二

位

館

脇

志

穂

（
佐

井
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若

山

知

香

（
佐

井
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一
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佐
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佐
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宮
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あ
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二
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田
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長

後

）

一
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一

竹

内

泰
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牛

滝
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位

奥

本

真
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一
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川
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佐

井
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今年も村内の各小中学校で
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介

（
佐

井

）
僣

一

什
一

竹

内

康

文

（
佐

井

）

二

位

舘

脇

寿

也

（
佐

井

）

一
二
位

田

中

伸

弥

（
福

浦

）

一

位

中
西

大

二

郎

（
牛

滝

）

二

位

小

笠

原

直

也

（
佐

井

）

一
二
位

磯

谷

健
太

（
佐

井

）

一

位

坪

谷

秀

樹

（
佐

井

）

二

位

木

下

勝

（
佐

井

）

一
二
位

竹

内

音（
宏

（
原

田

）

一

什｛

磯

谷

学

（
佐

井

）

二

位

坂

井

雄

輔

（
牛

滝

）

一
二
位

樋

口

和
大

（
佐

井

）

一

什
一

宮

部

あ

ゆ

み

（
牛

滝

）

二

位

Ｔ
二
騰

歩

美

（
佐

井

）

一
二
位

木
下

麻
由

美

（
佐

井

）
僣

一

位｛

太

田

理

沙

（
佐

井

）

二

位

福

田

裕

子

（
佐

井

）

ご
莅

紀

伊

智

恵

美

（
佐

井

）

一

位

坂

井

遙

（
牛

滝

）

二

位

越

膳

は

る

か

（
福

浦
）

一
二
位

中

村

真

奈

美

（
佐

井

）



保健砕心籾

休日の達人に

なるために

み
な
さ
ん
、
休
日
は
ど
う
過
ご

し
て
い
ま
す
か
？

こ
こ
ろ
も
か

ら
だ
も
「
休
」
「
養
」
で
上
手
に

復
活
し
て
い
ま
す
か
？

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
休
養
は
食

事
や
運
動
と
と
も
に
健
康
に
と
っ

て
大
切
な
要
素
で
す
。
毎
日
の
生

活
の
中
で
か
ら
だ
の
疲
れ
を
と
る

に
は
、
適
度
な
休
養
を
と
る
こ
と

で
す
が
、
こ
こ
ろ
の
疲
れ
を
と
る

に
は
睡
眠
や
食
事
、
仕
事
な
ど
の

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
趣
味
や
ス

ポ
ー
ツ
で
気
分
転
換
を
は
か
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
を
積
極
的

休
養
と
い
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病

の
原
因
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
ス
ト

レ
ス
を
た
め
な
い
た
め
に
も
こ
こ

ろ
と
か
ら
だ
の
休
養
を
十
分
と
り

ま
し
ょ
つヽ
。

趣
味
や
運
動
な
ど
で

気
分
転
換
を

せ
っ
か
く
の
休
日
、
家
で
ゴ
ロ

ゴ
ロ
し
て
疲
れ
を
と
ろ
う
と
い
う

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
ゴ
ロ
寝
は
意

外
と
疲
労
回
復
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
休
日
は
仕
事
が
休
み
の
日
と

考
え
て
、
散
歩
や
ス
ポ
ー
ツ
、
旅

行
な
ど
を
し
て
普
段
は
使
わ
な
い

筋
肉
・
神
経
を
使
う
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
気
分
が
ス
ッ
キ
リ

し
明
日
の
活
力
も
わ
い
て
き
ま

す
。

あなたのストレス度チェック
最近１ヵ月の間に、思い当たるものに○をつけましょう。

いくつ当てはまりましたか？

Ｏ～５個………正 常

６～１０個………ストレス予備軍

１１～１５個………ストレス状態（気をつけて／）

１６～２０個………ストレス病→治療が必要です

家庭でできる 入浴編

淪

１

」

５
合
ほ
ど
を
ぬ
る
め
の
お
湯

へ
。
ひ
ど
い
肩
こ
り
ゃ
筋
肉
痛

に
お
す
す
め
で
す
。

雀

噌

」

塩
を
ひ
と
つ
か
み
浴
槽
へ
入

れ
ま
す
。
血
行
を
良
く
し
保
温

効
果
も
あ
り
ま
す
。

胴

㈲

霏

懣

市
販
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ

イ
ル
を
４
滴
ほ
ど
浴
槽
へ
入
れ

ま
す
。
ス
ト
レ
ス
や
不
眠
に
は

ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
カ
モ
ミ
ー
ル
が

よ
く
効
き
ま
す
。

国

蜃

】

ぬ
る
め
の
お
湯
に
長
く
つ
か

り
ま
す
。
腰
が
か
く
れ
る
程
度

の
お
湯
の
量
で
十
分
で
す
。
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
安
眠
に
役
立
ち

ま
す
。

蜃

」
」
謝
】

バ
ケ
ツ
な
ど
大
き
な
容
器
に

３７
？
３９
℃
の
お
湯
を
入
れ
て
５

？
１０
分
程
、
膝
下
く
ら
い
ま
で

足
を
つ
け
ま
す
。
足
の
む
く
み

が
と
れ
疲
労
回
復
に
効
果
が
大

き
い
で
す
。

厨

陸

滝

」

シ
ャ
ワ
ー
を
使
っ
て
温
泉
気

分
を
味
わ
い
ま
す
。
浴
槽
に
入

り
シ
ャ
ワ
ー
の
水
圧
を
強
く
し

離
し
て
肩
や
首
、
腰
に
あ
て
ま

す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
効
果
が
あ
り

ま
す
。

ちよつと ＤＥ

提供 食生活改善推進員

～バランスの良い食事のために～

大根のチーズあえ （１人分４４ｋｃａｌ）

＜材料：４人分＞

大根 ２〔〕０９ 酊大さじ１

レタス ３（）９ 醤油小さじ２

スライスチーズ２ 枚

＜ 作り方＞

①大根はう す＜短冊に切り、塩少々

を ふり かけし んなりさせる

②レタ スは千切り

③チーズと調味料を合わせてあえる

二
歳
六
ヶ
月
児

歯
科
検
診

む
し
歯

ゼロ

佐
藤
朱
華
ち

ゃ
ん

（
原
田
）



こ
ん
に
ち
は
／

社
会
福
祉
協
議
会

で
す

平成・１０年度社会福祉協議会決算報告

この度、評議員会において、平成１０年度社会福祉協議会決算報告が承認されました。

１０年度は、暖かい思いやりと連帯感に満ちた住民参加型の地域福祉活動に努める

ことを基本方針として実施してまいりました。

収入の部 支 出の部

収支差引残高 ４２，６２１円

ボランティア

募 集

６
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
お
達
者
ク
ラ
ブ
」
で
は
、

お
年
寄
り
の
話
し
相
手
や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
手

伝
い
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

昔
⑩
４
１
８
１

あ

た

た

か

い

ご

寄

付

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

（
平
成
十
一
年
三
月
？
五
月
）

●
佐

井

村
職

員

互

助

会

様

●
佐

井

村
地

域

婦

人

団

体

連

合

会

様

●
大

嶋
拓

造

様

●
三
戸

重

一

様

●
佐

井

村

商

工

会

婦

人

部

様

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
の
た
め
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

奉
仕
活
動

ご
く
ろ
う
さ
ま

で
し
た

両
佐
井
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

寿
会
の
会
員
の
み
な
さ
ん
が

六
月

｝
日
、
二
日
の
両
日
、

農
業
セ
ン
タ
ー
と
役
場
庁
舎

周
辺
の
草
取
り
作
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
大

変
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
か
。



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

みんなで鷭 しよう ／

次の 目 標 は１，０００日

ただいまの記録（７／１現在）

交通 事故死 ゼ 囗５７３日

シートベルト着用率、６７市町村中６０位…

以
前
に
も
広
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
こ
の
調
査
は
、
青
森

県
警
が
当
村
の
役
場
付
近
で
調
査

を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
毎
月
そ

の
結
果

が
送
ら
れ
て
き
て

い
ま

す
。昨
年
は
、三
十
位
代
で
推
移
し
、

一
時
は
、
二
十
八
位
ま
で
な
っ
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
に

入
っ
て
か
ら
着
用
率
が
低
下
し
、

五
月
現
在
で
は
、

着
用
率

七
十
五
・
〇
％

順

位

六
十
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
率
の
推
移

運
転
手
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

助
手
席
の
子
ど
も
も
き
ち
ん

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着

用
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
は
、
決
し
て
他
の
市

町
村
と
競
走
し
あ
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
良
い
意
味
で
交
通

安
全
意
識
の
高
い
市
町
村
を
目
標

と
す
る
こ
と
で
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
も
図
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
率
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

は
、
平
賀
町
の
九
十
五
・
七
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
」

を
心
の
片
隅
に
お
き
、
着
用
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

か

ん

ば

ぞ

い

耄
～

旱

。

磯
谷
小
中
学
校
の
み
な
さ
ん
は
、

毎
月
一
日
と
十
五
日
を
「
交
通
安

全
活
動
の
日
」
と
決
め
、
朝
の
街

頭
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
を
見
て
、
あ
わ
て
て
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
も

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
地
道
な
活
動

が
地
区
住
民
の
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
に
つ
な
が
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。最

近
、
不
法
駐
車
が
目
立
ち
交

通
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
邪
魔
に
な

ら
な
い
よ
う
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

佐井村交通安全母の会は、昭和５４年８月２１日に結成されて
今 年 で ２０ 年 を 迎 え ま す ！



～

ら
佐
井
駐
在
所

昔
⑩
２
２
１
８

消防団に
県山遭協から感謝状

消

防

団

の
長

年

に

わ

た

る
山

岳

遭

難

の

未

然

防

止

と

捜

索

救

助

活

動

の
功

労

に
対

し
青

森

県

山

岳

遭
難

防

止

対

策

協

議

会

（
会

長

～
高

橋

美

佐

男
警

察

本

部
長

）

か

ら
感

謝

状

が
送

ら

れ

ま

し

た

。

こ

れ
は

、

消

防

団

の
活

動

が
高

く

評

価

さ

れ
た

も

の
で

、

今

後

一
層

の
活

躍

が
期

待

さ

れ
ま

す

。

消
防
団

観
閲
式
で

、
大
間
警
察
署
長

か
ら
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

若 者 対 策 ２４ 作 戦

実 施 中

～若者の無謀運転を追放しよう～

県

警

察

で

は

、

六

月

十

七

日

か

ら

七

月

十

日

ま

で

の

二

十

四

日

間

を

、

若
者

対

策

二

十

四

作

戦
実

施

期

間

と

定

め
て

若

者

に

よ

る
無

謀

運

転

の

追

放

、
ヘ

ル

メ
ッ

ト

ー

シ

ー
ト

ペ
ル

ト

着

用

の
推

進

、

暴

走

根

絶

の

た

め

の

取

締

り

を

強

化

し

て

い
ま

す

。

管

内

で

は

、

深

夜

に
佐

井

港

内

を

走

り

回

る
暴

走

車

両

に
、

厳

重

注

意

を

行

い
ま

し

た

。

今
後
も
取
締
り
を

強
化
し
、
一
件
で
も

交
通
事
故
を
減
ら
す

よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま

す

。

自

動

販

売

機

荒

ら

し

事

件

連

続

発

生

が

五
月
二
十
日
深
夜
か
ら
二
十
一

日
早
朝
に
か
け
て
、
大
佐
井
川
目

フ
ォ
ー
レ
ス
ト
パ
ー
ク
、
福
浦
地

区
入
口
、
仏
ヶ
浦
売
店
、
野
平
地

区
で
、
自
動
販
売
機
と
公
衆
電
話

が
荒
ら
さ
れ
、
中
か
ら
現
金
が
盗

ま
れ
ま
し
た
。
自
動
販
売
機
の
管

理
者
の
方
は
見
回
り
を
強
化
し
、

不
審
者
を
見
か
け
た
時
は
、
す
ぐ

に
駐
在
所
ま
た
は
、

大
間
警
察
署

昔
⑥
２
２
１
１
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

許

す

な
／
テ

囗
・
ゲ

リ
ラ

過
激
派
は
、
我
国
の
民
主
主
義

社
会
を
暴
力
で
転
覆
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て

無
差
別
大
量

殺
人
に
も
な

る
発
射
弾
や

爆
弾
を
製
造

し
た
り
時
限

式
発
火
装
置

を
使
用
し
て

放
火
す
る
な
ど
狂
気
じ
み
た
テ

ロ

ー
ゲ
リ
ラ
を
引
き
起
こ
し
て
い

ま
す
。
彼
ら
は
一
般
人
を
装
い
、

時
に
は
一
般
の
方
々
の
善
意
を
悪

用
し
ア
パ
ー
ト
、
貸
家
な
ど
に
ひ

そ
ん
で
テ
ロ

ー
ゲ
リ
ラ
の
準
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。
不
審
者
の
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
今
、
変
な
人
が
い
た
け
ど
」

「
そ
う
い
え
ば
、
最
近
こ
の
辺

に
痴
漢
が
出
る
ん
だ
っ
て
」

・：
な
ど
、
職
場
や
家
庭
で
何
気

な
く
交
わ
さ
れ
る
こ
ん
な
会
話
。

で
も
、
こ
う
い
っ
た
不
審
な
光
景

を
目
撃
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
ｍ

番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
う
し

た
通
報
は
、
事
件
を
解
決
に
結
び

つ
け
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
犯
罪

を
未
然
に
防
ぐ
き
っ
か
け
に
も
な

る
の
で
す
。

ま
た
、
万
が
一
犯
罪
な
ど
の
被

害
に
遭
っ
た
場
合
も
。

「
被
害
が
少
な
い
か
ら
…
」

「
仕
返
し
が
怖
い
か
ら
・：
」

な
ど
と
言
っ
て
警
察
へ
届
け
出
な

い
方
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
犯

人
を
か
ば
う
こ
と
に
な
り
、
結
局

つ
ぎ
の
犯
罪
を
誘
発
す
る
結
果
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
犯
罪
捜
査

は
、
み
な
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
事
件
を
解
決
に
導
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ど
ん
な
小
さ
な
情
報
で
も
お

寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
協

力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

詳
し
く
は
佐
井
駐
在
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７月１１日（日）青森県運転免許センター（青森市三内丸山）の業務はお休みです



お知らせ

コーナー

村

職

員

募

集

来
年
四
月
一
日
採
用

平
成
十
二
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
村
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

応
募
者
は
、
必
要
書
類
を
役
場

総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
募
集
人
員

・
上
級
行
政
職
員
（
大
学
卒
程

度
）
若
干
名

・
初
級
一
般
職
目
Ｉ
（
高
校
卒
程

度
）
若
干
名

二
、
応
募
資
格

・
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学

卒
業
（
見
込
）
及
び
高
校
卒

業
（
見
込
）
の
方

三
、
提
出
書
類

・
履
歴
書

・
最
終
学
校
の
卒
業
（
見
込
）

証
明
書
・
成
績
証
明
書

・
健
康
診
断
書

・
写
真
一
枚
（
履
歴
書
に
添
付

し
た
写
真
と
同
様
の
も
の
）

四
、
試
験
日
程

・
九
月
十
九
日
（
日
）
十
時

・
青
森
県
町
村
会
主
催
の
全
国

統
一
試
験
で
試
験
は
青
森
市

内
で
行
い
ま
す
。

五
、
試
験
科
目

・
教
養
試
験
、事
務
適
性
検
査
、

内
田
ク
レ

ペ
リ
ン
精
神
検
査

・
面
接
試
験
（
後
日
佐
井
村
役

場
で
行
い
ま
す
。）

六
、
給
料
な
ど

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
規
定
に
よ
り
ま
す
。

七
、
書
類
の
提
出
期
限

・
平
成
十
一
年
八
月
六
日
（
金
）

八
、
問
い
合
わ
せ

・
役
場
総
務
課
登
⑩
２
１
１
↓

使

用

済

の

注

射

針

な

ど

危

険

で

す

最
近
、
病
気
治
療
の
た
め
自
宅

で
注
射
器
な
ど
の
医
療
器
具
を
使

う
方
が
増
え
て
ぃ
ま
す
。

自
宅
で
使
用
し
た
注
射
針
な
ど

を
一
般
の
ゴ
ミ
と
一
緒
に
処
分
す

る
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
か
ら
、

通
院
先
の
病
院
に
引
き
取
っ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

年

金
受

給

者

が

亡

く

な

っ

た

時

届

出
を

忘

れ

ず
に

年

金

を
受

け

て

い
る
方

が
亡

く

な

っ
た

場

合

、

十
四

日

以

内

に
年

令

受
給

権

者

死

亡

届

を

提

出
し

て

く

だ

さ

い
。

も

し

こ

の

届

出

を
忘

れ

た
り

、

遅

れ

た

り

す

る
と

、
死

亡

日
以

後

も

年

金

が

支

払

わ

れ

る

こ

と

に

な

り

、

過

払

い
と

な

っ
た

年

金

は

あ

と

で

遺

族

の
方

か

ら

返

金

し

て

い

た

だ

く

こ

と

に

な

り

ま

す

。

死

亡

の

届

出

は

速

や

か

に
行

う

よ

う

に

し

て

く

だ

さ

い
。

Ａ

届

出

先
Ｖ

■

国

民

年

金

受

給

権

者

の

死

亡

（
旧

国

民

年

金

の
受

給

権

者

お

よ

び

第

言
万
第

三

号

被

保

険

者
期

間

の
み

の
基

礎

年

金
受

給

権

者
）

荅

住

所

を

管

轄

す

る
市

町

村

役

場

一

厚

生

年

金

保

険

・

船

員

保

険

の

受

給

権

者

の

死

亡

荅

最

寄

り

の

社

会

保

険

事

務
所

ま

た

、

死

亡

し

た
方

が
受

け
取

れ

る
は

ず

で

あ

っ

た

年

金

が

残

っ

て

い

る
場

合

は

、

遺

族

の

方

が

請

求

す

る
こ

と

が
で

き

ま

す

。

■

問

い
合

わ

せ

役

場

住

民

福

祉

課

国

民

年

金

係

昔
⑨

り乙
１

１

１

む

っ

社

会

保

険

事

務

所

昔
⑩

り乙
ｎ
乙
７

７

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
方
へ

お
願
い
し
ま
す

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
八
月
期
の
支
払
い
を
受

け
取
っ
た
後
、
す
み
や
か
に
国
民

年
金
証
書
を
役
場
の
国
民
年
金
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
十
二
月
期
と
来
年
の
四

月
期
の
支
払
額
を
年
金
証
書
に
記

入
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
が
受
給

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
他
の
年
金
（
遺
族
年
金

や
普
通
扶
助
料
な
ど
）
を
受
け
る

権
利
が
で
き
た
と
き
は
、
そ
の
年

金
証
書
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

調
理
師
試
験
の
た
め
の
講
習
会

開
催
さ
れ
ま
す

食
品
衛
生
協
会
で
は
、
調
理
師

試
験
の
た
め
の
講
習
会
を
、
講
師

を
招
い
て
行
い
ま
す
。

１
日
時

八
月
二
十
五
日

～
二
十
七
日

午
前
九
時
～
午
後
三
時
三
十
分

■
場
所

下
北
文
化
会
館

一

講
習
会
費
（
教
材
費
含
む
）

一
二
、
五
〇
〇
円

■
問
い
合
わ
せ

下
北
食
品
衛
生
協
会

（
む
っ
保
健
所
内
）

公
⑩
３
ｎ
乙
１
４

融

資
ご

案

内

◇
地
元
企
業
の
繁
栄
を
支
援
す
る

保
証
制
度
◇

佐
井
村
で
は
青
森
県
信
用
保
証

協
会
と
協
調
し
て
、
事
業
資
金
の

借
入
を
円
滑
化
す
る
た
め
次
の
特

別
保
証
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
特
別
保
証
制
度

（

）
は
無
担
保
保
証

の
料
率
で

す
。

・

無
担
保
、
無
保
証
人
制
度
も

扱
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
の

保
証
料
率
は
〇
・
六
八
％
と

Ｉ

層
引
下
げ
し
た
取
扱
い
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

青
森
県
信
用
保
証
協
会

む
つ
支
所

ａ

⑩
１
２
０
４

役
場
企
画
調
整
課ａ

⑩
り乙
１
１
１



国民健康保険税（１期分）の

納 期 は

８ 月 ２ 日（月 ）で す 。

忘れずに納入しましょう！

担当／役場財政課昔⑩２ｍ

心 面 映 韭 白 ご

・・ＩＩ コＩ出目Ｉ。 ， 上Ｉ。，・ＩＩ。，ＩＩＩＩＩ。Ｉ。・｜

９ 月 ３ ０ １ヨ（ 木 ）ま で

忘れずに使用してください

・日 時 フ月１８日（日）

９時～１４時

・集 合 ア ル ザ ス 前 ８ 時３０分

がんか け池 前 ９時

・参加費 １人 ５００円（おにぎり持参）

※釣りの交換用の「ハリ」「テグス」、えさなど

は用意しますが、釣り用具は各自準備してく

ださい。

主 催 佐井 村レクリエーションサークル

佐井 村 民 体育 大会

と き フ月１１日⑧
午前９時から

ところ 佐井中グラウンド

むつ科学技術館だより

７月の２４日・２５日ば むつ・下北海の祭亂 に協賛し 、無料開放いたし ま

すので、遊びにきてく ださいね ／

＜映画上映〉 ☆クリスチャン・Ｒ・ラッセン『Ｉａｍｔｈｅｅａｒｔｈ
』
（８０分）

１０：００～・１２：００～ り ５：００～（両日）

＜探求コーナー〉 「超低温の世界を調べよう」 １１：００～（両日）

ｒ電子発見の歴史を調べよう
』
１３：００～（２４日のみ）

「ミクロの世界を調べよう」 １４：００～（両日）

＜イベント〉

２４日 ☆オリジナルしおりを作ろう １４：００～

２５日 ☆ペットボトルロケットエ作教室・競技会 １２：３０～

１．５’Ｊ１ソトルの炭酸用ペットボトル３本を用意し てく ださいｏ

☆齟内探検ツアー １３：３０～

クイズに答えながら、むつ科学技術館を探検し ませんか？

徂［］者全員にプレゼントがありますよｏ

仏 ヶ 浦 祭 り

フ月２３日（金）・２４日（土）

下北のイベントご案内
風間浦村

顛 フロンティアフェスティバル

７月２０日（火）

風間浦村役場 登⑩２１１１

む つ 市

恐 山 大 祭

７月２０日（火）～２４［１ま］

むつ市役所 昔⑩１１１１

む つ 市

む つ ・下 北 海 の 祭 典

７月２４日（士）・２５日（日）

むつ・下北観光物産館容図０９０９

出かけてみませんか



満一歳おめでとう

須藤流那ちゃん卜 樹・まゆみ）古佐井

ＷＩＦ
，
りμ１冫細 間 俊 介
くん（祥 夫 ・優 子 ）長 後

熊谷彩夏ちゃん（隆浩・昭子）古佐井

館脇奈津美ちゃん（繁樹・里美）糠森

〃

収
－
宍

決

一
入

Ｊ

万一ま 亙
る

辻 忠義 氏

こ
の
度
、
議
員
皆
様
の
格
別
な

る
ご
高
配
に
よ
り
ま
し
て
、
収
入

役
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
内
外
と
も
に
極
め
て
厳
し

い
経
済
状
況
の
も
と
で
、
資
金
の

管
理
運
用
に
意
を
用
い
な
が
ら
、

施
策
の
展
開
に
支
障
の
な
い
よ

う
、
誠
心
誠
意
職
務
に
努
め
て
参

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
一

層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

佐井村の人口
５月３１日現在

男 １，６０８（土○

女 １，６１３（－７）

計 ３，２２１（－７）

世帯数 １，１１８（ ｌ）

戸籍の窓口
６月１５日現在

Ｏお誕生おめでとう

新田 翔磨（孝治）磯 谷

（びご結婚おめでとう

（宮野 直樹 大佐井

布施 晶子 川内町

（柴田 晃 大間町

滝本 美雪 原 田

Ｏおくやみ申し上げます

北田 つかに男次）大佐井

加藤 孝子（直之）原 田

木部 たさ（秀秋）原 田

坂井 順治（キョ）牛 滝

池田 きゑ（元吉）原 田

※個人のプライバシーを

尊重する意味で、掲載

して欲しくない方は、

届出の際、係に申し出

てください。

佐
井
村
職
員
人
事
異
動

■
平
成
十
一
年
六
月
七
日
付

・
退
職

奥
本

定
明

・
保
育
所
長
心
得

山
本

愛
子

■
平
成
十
一
年
六
月
三
十
日
付

・
退
職

辻

忠
義

■
平
成
十
一
年
七
月
一
日
付

・
住
民
福
祉
課
長
・
課
長
補
佐
事

務
取
扱

佐
賀

公
栄

・
財
政
課
長

齊
藤

隆

・
財
政
課
長
補
佐
・
税
務
係
長
事

務
取
扱

樋
口

秀
視

“お 盆 は冂ら｜豼交 插 の ふるさとバ スで ” 佐井 東京
◆ 帰省 バ ス（上 野→ むつ ・佐井 方面 ）

■ 平成１１年 ８月 ６日・７日・８日・９日・１（）日・１１日・１２日・１３日

上 野公 園第 一駐 車場〔２０：００〕発 ゆ 大畑着（８：３０）佐井 着（１〔〕：２８）

（大畑駅より８：５５発定期バスヘ乗り換え）

８月１６日・１７日・１８日・２２日・２３日

上 野公 園第 一駐 車場（８：００）発 吟大 畑（２０：３０）着

◆ 上京 バ ス（佐井 ・むつ →上野 方面 ）

■ 平成１１年 ８月 ５日・６日・７日・８ 日・９日・１０日・１１日・１２日

佐井（５：１７）大 畑駅（フ：００）発０ 上 野公 園第 一駐車 場（１９：３０）着

（佐井車庫発の定期バスに乗車で大畑駅降車）

８月１４日・１５日・１６日・２０日・２１日

佐井（１７：００）大 畑駅（１９：００）発り 上野 公園 第一 駐車場（７：３０）着

〔佐井車庫発の定期バスに乗車で大畑駅降車〕

◇運 賃（税込み）

往復割引発売 乗車券を、往復でお求めになるとおｉ号です。

復路が一割引になります。

○お申込み・お問合せは

・下北交通株式会社 むつバスターミ ナル ａ（０１７５）２２ ―８６５０

・下北交通株式会社 大 畑 出 張 所 ａ（０１７５）３４一２３２５

・下北交通株式会社 本 社 営 業 企 画 部 公（０１７５）２３－３１１１
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